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DATA FILE 
名 前 QUARTZ （クオーッ）／石英 

ュ組 七成 化
 
学
 

Si02 

色 無色、白色、紫色、ピンク色、黄色、黒褐色など 

い光 
h一沢 ガラス光沢 

”蛍 
」光 な

 
し
 

一条 」痕 白
 

男 開 なし 

り）断 
いロ 貝殻状～不規則 

円
且
」
1
1
」
 

か
た
い
 

や
わ
ら
 
か
い
 

7
 

硬
 
度
 

凡
」
H
は
一
 

軽
い
 

2
 
フ
 

重
い
 

比
 
重
 

、、、ー ン／ 

ビンク色の 

口ーズクオーツ 

紫色のアメシスト 

無色透明で結晶の形が 

明瞭な、このようなタ 

イプの石英はとくに水 

晶と呼ばれる。 

オレンジ色の 

鉄水晶 

黒色の黒水晶 

ケイ酸塩鉱物 
溝醤＃撫愛嘱‘~~謁 

クオーヅ右英）・ 
ハンマーなどでたたくと 

貝殻状や不平坦な断口が 

あらわれる。 

ガラスのような光沢が 

あらわれている。 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白い 

条痕が残る。 

地球上でもっとも多く見られる鉱物で、無 

色、白色、黄色、ピンク色、緑色、黒色、 

オレンジ色など、色や外見的な特被などか 

ら、さまざまな別名がある。 

メ1、~ zビ瞥、 1 

「
唾
臨
難
 

軍
義
 



ケイ酸塩鉱物 
~~・篇羅編お、系F二う裏；鶴i&j 

さまざまな色であらわれる石英 

純粋な石英は無色で、微量成分として鉄などの金属が混ざったもの 

は、葉色や黄色、黒色、ピンク色など、さまざまな色であらわれる。 

紫色の水晶をアメシストといい、アメシストに熱がゆっくり加わって 

できたのが黄水晶。チタンを含むものはピンク色をしており、ローズク 

オーツと呼ばれる。そのほかに、縞模様が特徴のめのう、淡い緑色した 

クリソプレース、緑の中に赤い斑点が見えるブラッドストーン、暗い赤 

から黄色まで、さまざまな色をしめす碧玉などがある。これらは、宝石 

としても人気が高く、アクセサリーとしても使用されている。 

石英は、電圧を加えると一定の周波数で規則正しくふるえるという性 

質があり、これを活かしたものがクオーツ時計である。このほかに、ラ 

イト、めがね、医療用のレーザーなどにも使用され、ほかにも洗剤、は 

みがき粉、ペンキなど日々の暮らしに多用されている。 

イギリス器 
質のよい石英が見 

つかっている。 

マダガス力)レ - 
大きな石英の結晶が 

見つかる。 

▲スペインのバレンシア地方 
てつすいLょろ 

でとれた鉄水晶。 

ドィッ ■ 

50tもの石英の結晶が 

入った大きな冨調が見 

つかったことがある。 

▲スイスより産出した石英c 
ーくりり か がくはに一、つかんーょぞう 

国立科学博物館所蔵の 
きくら 「 こ’'1、つ 

『楼井鉱物コレクション』 

のひとつ。 

ブラジル国 
第二次世界大戦中に 

b 0oot以上の石英 
ひ せん き 

が発見され、無線機 

に使用された。 

けっしょうL ，ニごうた、、 

▲石英の結晶集合体。アメリカの 

アーカンソー州産。 

くる『・ーょり 

A イタリアで産出した黒水晶コ 

▲失理若のすき間にできた透明な石英の結晶。 


